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２０２３（令和 5）年４月号（通算３５７号） 

 
 

 

 

2023 年 3 月 26 日（日）午後２時より東三番街集会所において、第３１回定期総会 

を開催いたしました。当日出席の 32 名の方と委任状 117 名の計１４９名での開催とな 

りました。総会は、会員数 191 名の過半数９６名に達し成立しました。 

副会長の開会の辞、会長の挨拶のあとに 

議長に 7 号棟の塚本さん、書記に 9 号棟の 

中川さんを選出して各議案の審議に入りま 

した。 

「議案１：2022 年度（令和４年度）自治 

会活動報告」、「議案２－①：2022 年度 

（令和４年度）収支決算報告」、「議案２－ 

②：202２年度（令和４年度）末現在備品目 

録」、「議案３：202２年度（令和４年度） 

業務及び会計監査報告」について担当より説明 

がありました。 

ついで総会資料のフォント統一と東三番街 

周辺道路設置の交通安全旗の劣化についての 

２件の質問があり、会長から、総会資料の 

フォントはできる限りの統一に努力する、交通安全旗の件については、すでに大宮東交 

通安全協会春岡支部に行き、交換用の旗を受け取っているとの説明がありました。その 

後、各議案に対しての採決が実施され、いずれも承認されました。 

次に「議案４：防災基本計画の承認並びに自治会会則の改正について」について防災防 

犯担当より説明がありました。自主防災組織・個人情報取扱ルールの第６～７条、第 10 

～12 条における「本人同意」の取扱い、「記録の作成・保持」の遵守について要望があ 

り、会長から、要望はそのとおりであり、自主防災組織・個人情報取扱ルール条文の規 

定を厳正に守っていくとの説明がありました。ついで採決が実施され、承認されました。 

次に「議案５－①：2023 年度（令和 5 年度）自治会活動計画（案）」、「議案５－ 

②：2023 年度（令和 5 年度） 収支予算（案）」 

について担当より説明がありました。その後、採決 

を実施し承認されました。 

次に「議案６：2023 年度（令和 5 年度）自治会 

役員候補者」について、事務局より候補者が紹介さ 

れ、満場の拍手をもって承認されました。再任の 

土屋会長が代表して挨拶を行い、自治会へのさらな 

るご理解とご協力をお願いしたいと話されました。 

最後に、副会長の閉会の辞を経て、無事に総会は 

終了いたしました。 

   

議決表（出席３２名、委任１１７名） 

議案 承認 否認 可否 

1 149 0 可 

２－① 149 0 可 

２－② 149 0 可 

3 149 0 可 

4 149 0 可 

５―① 149 0 可 

５－② 149 0 可 

6 149 0 可 

第３１回 東三番街自治会定期総会が開催されました 
総会報告 
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2 月２６日（日）集会所にて、第４回東三番街（管理組合・自治会）連絡会が開催され 

ました。東三番街の課題解決に向けて管理組合と自治会が相互協力して取組んでおります。 

以下に主な議題の概略を記載します。 

１）団地内一斉清掃時の清掃開始時間について 

  団地内の清掃を必要とする箇所への清掃時間を確保する観点から、時間配分や 

管理組合と自治会の協力の在り方について検討を始めました。 

２）集会所中庭の利用方法について 

コンクリートで綺麗に平坦化された中庭の利用方法について意見交換をしました。 

３）近未来を見据えたバリアフリー化につて 

集会所中庭へのスロープ設置について議題として取り上げました。 

４）電子回覧板モデル事業の継続について（報告） 

  自治会長から、２０２３年度も電子回覧板モデル事業を継続するとの報告がされ 

ました。引き続き皆様のご協力をよろしくお願いします。 

５）連絡会運用ルールの再確認について 

管理組合・自治会の理事、役員の交代時期になりましたので、新担当者へ連絡会 

運用ルールを確実に引き継ぐことを確認しました。 

次回の連絡会は、6 月 1８日（日）1４：00 に予定をしています。 

   

 

 

 

 さいたま市は「身近な地域の防災拠点」において備蓄品の貸与制度を実施しており、 

新たに長期備蓄用のアルファ米の貸与を行う旨の連絡が届きましたので、長期備蓄品と 

併せて短期備蓄（訓練用）も申請を行いました。今回の備蓄品の貸与決定通知が届き 3 

月 15 日北区宮原の「さいたま市広域拠点備蓄倉庫」で災害用物資を受取りました。 

  

今回の備蓄品の貸与は以下のとおりです。 

備蓄の種類 数量 

１ 炊き出し用 アルファ米<<A>> 50 食分 （2028 年 3 月期限） 2 箱 

２ エアーマット           10 枚入 3 箱 

３ 炊き出し用 アルファ米<<B>>   50 食分 （2024 年 3 月期限） 2 箱 

４ 個食おかゆ（アルファ米）   50 食入 （2024 年 3 月期限） 4 箱 

５ 飲料水（さいたまの水）    24 本    （2023 年 12 月期限） 3 箱 

６ 災害用ビスケット       60 食  （2024 年 1 月期限） 3 箱 

７ カセットコンロ用ガスボンベ  3 缶    （2027 年 1 月期限） 2 箱 

なお、短期備蓄品は、災害時のほか、防災訓練などで使用する予定です。 

令和 4 年度「身近な地域の防災拠点」 備蓄品貸与について 

 

 

 
 
 
 

２０２２年度 第４回東三番街連絡会の報告 

 

： 
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 3 月 11 日（土）10 時から見沼区のさいたま市職員研修センター講堂にて、講師は公 

益法人 市民防災研究所の理事・事務局長の坂口隆夫先生による「コロナ禍における避難 

行動と避難所運営について〜過去の避難所運営事例と教訓〜」の講演がありました。 

避難所運営の実態では、東日本大震災と熊本地震から避難所事例をあげられ、避難生活 

の課題と対応策、そして避難所開設の課題と在り方をご講演いただきました。 

特に『避難生活の理想は「在宅避難」です』と強調されていました。 

そのためには、①建物が倒壊しないこと、②家具類と電化製品等の転倒・移動・落下 

防止措置を行う、そして、自分と家族が無事であること（自らの命と家族の命を守る）、 

プラス③飲料水・食料・簡易トイレ等の備蓄（最低 3 日間）。 

終わりに、今年 9 月 1 日で関東大震災 100 年の節目を迎えます。 

          ○ 災害は忘れた頃にやってくる 

○ 災害は忘れずやってくる  

○ 災害は必ずやってくる 

 

 

 

この度、新しく深作１丁目の「HairTOMⅡ」様から東三番街の「自治会だより」に広

告を掲載していただくことになりました。深作（中）交差点をヨークマート方面へ直進

し、次の信号のある交差点角の理髪店です。今月号から掲載です。 

    また、「春野クリニック」様からは、2 枠でのご支援をいただくことになり、今月号 

から装いも新たになりました。 

 

 

 

食品包装プラスチックは火曜日の資源ゴミに！ 

食品包装プラスチックは火曜日の資源ゴミとして出し、「燃えるゴミ」を減らすこと 

にご協力ください。汚れは取り除き、軽く水洗いなどし、ひどい汚れのときは燃えるゴミ 

に出してください。ペットボトルと一緒に回収されていますが、ゴミ収集所で再分別され 

種類別にリサイクルされます。そのため透明か半透明のビニール袋に入れてください。    

 

アルミ缶の自治会の資源物回収にご協力を！ 

 自治会ではアルミ缶を資源物として回収しています。市の回収日（火曜日）ではなく、

ぜひ自治会回収日（毎月第１・３日曜日）に出されるようお願いします。市からの補助金

があり自治会活動の財源ともなり、活用しています。 

 

衣類等（繊維）について 

 自治会の回収では、回収業者が変更になったことにより、羽毛・綿が入ったもの、皮革、

合皮なども回収できるようになりました。油汚れのある繊維は燃えるゴミにお願いします。

天候に関わらずビニール袋に入れてください。市の回収では、それらの回収、雨の日の回

収はありませんのでご注意ください。 

 

お願い！ 牛乳などパック類のカゴには、ビール缶やヨーグルトのパックは入れずに紙類

として出してください。                  

令和 4 年度見沼区防災講演会に参加して 

 

 

 

 
 
 
 

                   さらに資源ゴミについて 
 
 
 

新規広告主様のご紹介 
 
 
 

注目 
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①探鳥会(３月５日開催) 
環境専門委員会主催の「第８回深作遊水地探鳥会」が行われ、１７名が参加し、２５種
類の野鳥を観察出来ました。今回も遊水地公園でカワセミに会えました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
期待したベニマシコには会えませんでしたが、 
上空を飛ぶチョウゲンボウを観察出来ました。 
次回は今年の１２月を予定しています。 

関心のある方のご参加を待っています。 

(写真は別日撮影) 

②公園の地面にあいた「穴」への対応 
自治会だより２月号で報告した環専 

の定点観測で、３月１１日に春野小 

校庭の隣の公園で地面に４０センチ 

程の穴の報告がありました。早速さ 

いたま市公園緑地協会に連絡し、対 

応して頂きました。パイロンによる応急処置で、パイロンを設置していても石見銀山 

遺跡で転落事故が発生している事から、４月の行政訪問時、恒久的処置を依頼します。 

 

   
  

    会長 土屋角夫 

自治会長を１年間務めた事を振り返ってみます。 

まず、何も分からない私をサポートしていただいた役員各位に感謝します。また会員各 

位においても自治会活動に協力頂きありがとうございました。 

年初に今年度の課題とした、自主防災組織の管理組合・自治会共同での立ち上げについ 

てはなんとか立ち上げにこぎつけました。ただ、新型コロナの蔓延するなかで会員同士の 

コミュニティの場としての自治会活動は残念ながら今年度も実施できませんでした。 

また、今年度は「結ネット」の立ち上げ、「ムクドリ対策」などを行ったことが思い 

起こされます。 

新型コロナも収束を迎えつつあるなか来年度は各種行事を含めた自治会活動がより活 

性化することを期待します。 

 

 

 

 

役員の一年を振り返って 

 
 
 
 

３月５日のカワセミ 

ベニマシコ チョウゲンボウ 

環境専門委員会の活動報告(２０２３年３月分) 
 
 
 

アーバンファミリー菜園花畑の 

見沼区フラワーフェスタに参加の表示 

辺りは花でいっぱい 



 

2023/4（通算 357号）4/1発行             Urban Mirai Higashi 3-Bangai News Letter 

-5- 

 

    副会長 原俊之 

 昨年を振り返ると、時間の経過の早さを実感した年でした。 

主な活動として、管理組合と共同で「自主防災組織」設置に向けた防災活動を軸に、自 

治会に特化した、会員との繋がりや役員負担の軽減に向けた「結ネット」の試験導入、広 

報には、災害時適切な行動がとれるようスローガンを掲げ、会員への「防災グッズ配布」 

では、いざという時のために備えて欲しい商品を紹介させて頂きました。社会はアナログ 

からデジタルへと進む今、改めて「個人情報取扱ルール」を再認識しました。 

また、バス通りムクドリ騒音は皆様のご協力により見事、追払うことができました。9 

月から広報を兼務することになり、「自治会だより」では、読みやすさと見やすさを両立 

させ、広告ページをリニューアル、事務局と連携し既存広告主様へ継続のお願いを、更に 

は、新たに広告枠を増やし新規の広告主様のご支援をいただくことができました。この 

度、任期を終えますが、今後、私にできることは微力ですがお手伝いをさせて頂きたいと

思います。一年間ありがとうございました。 

 

    事務局 登坂順一 
これまで自治会活動はお任せしていたところがありました。事務局担当として何をどう 

すればよいのかわからない中でのスタートでしたが、役員、会員の皆様のご協力をいた 

だきまして 1 年間活動を行うことができました。ありがとうございました。 

活動をとおして、安心・安全で住み良い地域づくりに自治会が果たす役割が重要である 

ことを再認識致しました。今後も自治会活動に関わっていきたいと思います。どうぞよろ 

しくお願い致します。 

 

    事務局 小林千恵子 

自治会役員として１年間活動する事は 2 年近く外出を控えていた私には大変な変化で 

した。毎月の自治会活動に積極的に参加しました。その間に義兄、友人を亡くすという悲 

しい出来事もありました。 

役員の皆様のご協力、近所の方々の応援を頂き、無事に終了できそうです。ありがとう 

ございました。 

 

    会計 森山博久 

この１年間、会計担当として自治会費の出納内容が見えるように、毎月の役員会議で 

出納簿を公開し、その使用用途などを説明してきました。 

ここで、自治会役員は、一時離れますが、防災ボランティア、長期修繕委員と団地内 

での活動は続けてまいりますので、普段、団地内でお会いしましたら、お声がけいただ 

ければうれしく思います。 

 

    防災・防犯・交通安全 渡邉孝祐 

2 年間の防災ボランティア活動の経験を活かし、たいへん有意義な 1 年でした。 

先日の第 31 回定期総会では、防災基本計画の承認ならびに自治会会則の改正について 

ご承認をいただきありがとうございます。自治会は管理組合と共同で「東三番街自主防 

災組織」を設置することになりました。これからも自主防災組織の活動を推進し、災害 

への備えを進めていきますので、ご支援ご協力よろしくお願い致します。 

また、防犯活動では皆さんが団地内で声を掛け合うことにより、地域の連帯感を一層 

向上させ、犯罪を未然に防ぐ効果が期待できます。まず、日頃の挨拶から始めましょう！ 
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    衛生 峯島路子 

衛生役員としていろいろと学ばせて頂いた1年間でした。資源物を扱ってまいりました。 

とは言えまだ知らない事もあります。道すがら尋ねて頂き、皆様の疑問の中から学ぶ事も 

多々ありますので一緒に学んでいけたらと思います。食品プラスチック類はリサイクル出 

来るものは燃えるごみではなく資源物として出せば、燃えるごみを減らす事ができます。 

これからも皆様のご協力をお願い致します。 

 

    厚生文化 矢野由美子 

新型コロナの影響により三年続けて地区敬老会は中止、また１月の三東会も例年の会場

は飲食禁止、人数制限1６名との事で残念ながら中止と何も出来ずに終わりました。 

久しぶりに自治会に参加し安心出来る暮らしは色々な方々の活動あっての事と改めてそ 

の大切さを感じた一年でした。 

以前の日常が少しずつ取り戻され様としています。23 年度の自治会活動が自由に出来

ます様祈っています。一年間ありがとうございました。  

 

    体育 長沼清栄 

体育行事のメインイベントの春岡地区の運動会が縮小して開催されましたが、我が自治

会は、参加できませんでした。 

運動会の競技メニューも高齢化に応じて改変しているのですが、今後、健康増進のため

の当自治会はどう対応していくべきかも考えていく必要があると思います。 

 

    環境専門委員会委員長 鎌田八千代 

数年ぶりの委員長を他の委員に全く頼りながら、務めさせて頂きました。 

東三番街周辺は、定期的な清掃活動や行政との連絡を密に取ることできれいになってお 

ります。ゴミは絶え間なく出ますのでまだまだ活動をして参ります。 

 

    監事 比嘉良正 

コロナ禍で迎えた、3度目のイベント行事が中止に終わりました。又いろんな活動に何 

かと制約を受けた1年でもありました。その中での防災訓練は、全員マスク着用で実施。 

私の担当は消防署の方の出迎えと駐車場への案内。班長としての安否確認行動等忙しかっ 

たこと覚えています。そして消火訓練に参加、貴重な経験となりました。今後、会員の高 

齢化が進みコミュニティーの維持が難しくなって来ると思われます。自治会活動にご理解 

とご協力を宜しくお願いします。 

 

    広報 横田滋世 

 毎号四苦八苦でしたが、皆さんの活動やこの地域の自然、地理、歴史に魅力を感じるこ 

とができ、楽しくもありました。読んでいただいているのを知り励みになりました。皆様 

にお世話になりました。１年間お読みいただきありがとうございました。 

 

 

 

■ 結ネット登録状況：3 月 2９日現在  95 世帯 122 名登録 

■ 見沼区自治会広報紙展：4 月 7 日（金）まで見沼区役所 1 階ロビーにて開催され、 

東三番街の「自治会だより」も展示されています。行かれた折にはご覧ください。 

事  務  連  絡 
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 資源物回収対象品目は、新聞（チラシを含む）、雑誌、段ボール、紙類（紙箱等）、 

牛乳パック、衣類等（繊維）、アルミ缶の７品目です。 

① 資源物回収日：4 月 2 日（日）、4 月 16 日（日） 

集会所玄関前に当日の朝６：００から１２：００までの間にお持ちください。 
（台車を牛乳パック入れの横にご用意しています。） 

 

            今月のポイント             

  段ボールは、箱にまとめずに畳んで縛って出してください。 

 

② 資源物回収状況 

3 月        2,190 ㎏ （含む、アルミ缶 20 ㎏） 

              前年比  100.５%  

   １〜３月の累計    6,200 ㎏ 

                                    前年比  102％ 

   

 

 

キツネの伝説 （つづき） ～稲荷台（イナリ台・トウカン台）～ 
 

大正１２年の１月、八木橋須蔵さんと三角平吉さんがトウカン台の山林へ朝早く出か

けて猟をしていました。ところがいつの間にか頭がボーっとしてきたので、煙草を一、

二服吸ってまた猟を再開したところ、かなり年とった狐がいたので捕まえました。 

（『思い出の春岡』銭場佐一郎より） 

 

話に出てくるトウカン台は、小百合幼稚園の近くの見沼代用水にかかる稲荷台橋（い

なりだいばし）と、稲荷台公園（いなりだいこうえん）として名前が残っています。 

「稲」の音読み「トウ」、「荷」の音読み「カ」で「稲荷➡トウカ」と読みます。 

 

稲荷台橋の道を岩槻の方へ行くと、綾瀬川にかかる風間橋に通じます。この橋を渡っ 

て右折し、１２２号線をくぐると、岩槻の西原中学校の裏にある新留稲荷に行きつきま 

す。また稲荷台橋の坂をのぼりきると、もちづき歯科とウエルシアがあり、そこを左に 

曲がると春里中学校の五差路と、七里の踏切に通じます。こ 

の道はかつて深作村の人が岩槻に買い物に行くときに使う主 

要な道で、この道でキツネに化かされる人の話がいくつも 

『思い出の春岡』の中に出てきます。買い物帰りに一杯ひっ 

かけていい気持になった旦那さんが、キツネに化かされてし 

まったのでしょう。地元のおじさん（昭和１５年生まれ）の 

はなしでは、七里駅から見沼代用水、深作の氷川神社あたり

は、雑木やクロマツで暗く鬱蒼としていて、その中に農家が 

点々とあるくらいでした。一方、土地の低いアーバンみらい 

の周辺は田んぼが広がり、森と田んぼの対比が美しく、学校 

の授業でよく写生に来たそうです。（東三番街 平山由喜）                              

                                                                   

春 岡 村 の 伝 説 
Dennsetu 

 

４月資源物回収日と３月資源物回収状況 

 
 

稲荷台橋 
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